
 
 
  
 

 

特別展 東福寺 
 

新緑や紅葉の名所として知られる東福寺は、京都を代表する禅寺の一つです。日本から中国

へと渡り、南宋時代の高僧無準師範（ぶじゅんしばん）に禅を学んだ円爾（えんに）（聖一国師）を

開山に迎えて創建されました。「東福寺」の名は、奈良の東大寺と興福寺になぞらえて、その一

字ずつをとったことに由来します。 

 東福寺の寺宝をまとめて紹介する初の機会となる本展では、「画聖」とも崇められた絵仏師・明

兆による記念碑的大作「五百羅漢図」全幅を修理後初公開するとともに、応仁の乱による戦火

を免れた貴重な文化財の数々や、巨大伽藍にふさわしい特大サイズの仏像や書画類の優品も

一堂に展覧します。草創以来の東福寺の歴史を辿りつつ、大陸との交流を通して花開いた禅宗

文化の全容を幅広く紹介し、東福寺の日本文化における意義とその魅力を余すところなくご覧い

ただきます。                                                 （主催者ＨＰより） 

 

１ 日  時 令和５年 10月７日（土）～12月３日 

２ 会  場 京都国立博物館 平成知新館 

       〒605-0931 京都市東山茶屋町 527 

３ 参 加 費 入場料については高文連が負担 

４ 募集対象 加盟校に在籍するすべての生徒 

５ 募集人数 40名予定（各校引率教員１名を含めて５名まで） 

６ そ の 他 引率の有無は学校の判断でお決め下さい。 

       

申込締切： ９月   日 【厳守】 

 

 ※各校担当者様へ：学校内での締切日を設定し、空白部分に書き込んでください。 

 ※高文連事務局への「参加申込書」メール添付データ提出期限は、９月 27日（水）午後５時 

必着です。 
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